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ど
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福
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城
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調
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担
当
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石
木
秀
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・
早
瀬
　
賢

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
堂
遺
跡
は
、
背
振
山
系
か
ら
延
び
る
牛
顕
山
か
ら
北
方
へ
樹
枝
状
に
派
生

す
る
丘
陵
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
上
大
利
北
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、

二
〇
〇

一
年
よ
り
順
次
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
、
丘
陵
谷

部
と
谷
部
周
辺
の
平
坦
面
で
あ

る
。
谷
部
は
幅
約

一
〇
ｍ
長
さ

約
人
Ｏ
ｍ
に
及
び
、
確
認
面
か

ら
の
深
さ
は
三
ｍ
を
超
え
る
。

谷
部
斜
面
に
は
、
古
墳
時
代
終

末
期
の
灰
原
が

一
カ
所
確
認
で

き
、
既
に
削
平
さ
れ
て
い
た
が
、
窯
跡
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
谷

部
周
辺
の
平
坦
面
か
ら
は
掘
立
柱
建
物
二
棟
が
確
認
さ
れ
、
隣
接
す
る
調
査
区

か
ら
続
く
集
落
が
展
開
し
て
い
る
。

谷
部
内
は
流
滞
水
を
繰
り
返
し
て
い
た
よ
う
で
、
粘
質
土
と
砂
質
土
が
互
層

に
堆
積
し
て
い
た
。
出
土
遺
物
か
ら
み
る
と
、
谷
部
内
の
堆
積
土
は
、
①
古
墳

時
代
終
末
期
、
②
奈
良
時
代
後
期
、
③
平
安
時
代
後
期
の
三
つ
の
時
期
に
分
け

ら
れ
る
。

木
簡
は
①
の
層
か
ら
計
三
点
出
土
し
た
。
木
簡
①
は
、
谷
部
内
の
離
れ
た
場

所
か
ら
出
土
し
た
二
片
が
接
続
し
た
。
③
の
層
か
ら
は
土
師
器

・
黒
色
土
器
な

ど
が
出
土
し
て
い
る
が
、
特
に
土
師
器
小
皿

・
杯
は
お
び
た
だ
し
い
数
に
上
る
。

鈴
形
や
塔
形
の
木
製
品
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
②
の
層
か
ら
は
墨

書
土
器

（「鳥
」
な
ど
）
や
植
物
文
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
墨
画
土
器
が
、
ま
た
、

①
の
層
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
大
型
の
井
戸
状
土
坑
か
ら
は
、
題
鉄
軸
の
断
片

（片
面
が
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
が
墨
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
文
字
も
確
認
で
き
な

い
。
現
存
長
さ
一
五
一
ｍｍ
、
幅
三
五
ｍｍ
厚
さ
八
ｍｍ
）
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
　
。
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(福 岡)



①
は
板
目
材
で
、
上
下
端
は
表
裏
両
面
か
ら
刃
を
入
れ
た
切
り
折
り
。
表
面

は
上
端
か
ら

一
九

・
五
伽
の
箇
所
、
裏
面
は
同
じ
く

一
五

・
五
鋼
の
と
こ
ろ
に

「
Ｘ
」
状
の
刻
線
が
入
り
、
両
面
の
刻
線
か
ら
裂
く
よ
う
に
二
片
に
切
断
さ
れ

る
。
漢
数
字
な
ど
墨
書
が
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
表
面
に
対
し
、
裏
面
は
墨
痕

が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
内
容
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

②
③
は
板
目
材
で
、
上
下
端
は
裏
面
か
ら
刃
を
入
れ
て
切
り
折
り
さ
れ
る
。

墨
痕
の
あ
る
表
面
が
平
滑
に
仕
上
が
る
の
に
対
し
て
、
裏
面
は
未
調
整
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
呪
符
で
、
法
量

・
構
図
の
類
似
性
も
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
九
州
大
学
の
坂
上
康
俊
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（石
木
秀
啓

。
一
瀬
　
智
）

2004年出上の木簡
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